
令
和
３
年
度

第
５
回 
理
事
会

　
３
月
29
日（
火
）、札
幌
市（
道
民
活

動
セ
ン
タ
ー
）に
お
い
て
、理
事
６
名
、

監
事
１
名
の
出
席
に
よ
り
ま
し
て
、

第
５
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

【 

議
案 

】

◆
令
和
３
年
度
補
正
予
算
（
案
）

◆
令
和
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）

◆
令
和
４
年
度
当
初
予
算
（
案
）

【 

報
告
事
項 

】

◆�

正
会
員
会
費
等
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

◆�

赤
坂
元
北
身
協
会
長
の
日
身
連
会

長
表
彰
受
賞
決
定
に
つ
い
て

◆�

令
和
３
年
度
北
身
協
会
長
表
彰
の

受
賞
者
決
定
に
つ
い
て

◆�

令
和
４
年
度
全
道
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
の
中
止
及
び
今
後
の
大
会

の
開
催
に
向
け
た
取
組
等

　
右
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
審
議
が

行
わ
れ
、
議
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
４
項
目
に
つ
い
て
事

務
局
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
事
業
計
画
の
中
か
ら
会
議
等
の
主

な
も
の
と
し
て
、６
月
15
日（
水
）「
北

身
協
定
時
総
会
」、
７
月
６
日（
水
）

「
事
務
局
長
・
事
務
担
当
者
会
議
」

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

➡

令
和
３
年
度
最
後
の
理
事
会

北
身
協
会
長
表
彰
贈
呈
式

　
理
事
会
開
催
前
に
令
和
３
年
度
北

身
協
会
長
表
彰（
自
立
更
生
者
表
彰
）

を
受
賞
さ
れ
た
阿
部
喜
美
夫
理
事

（
檜
山
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会
長
）
に
対
し
ま
し
て
、
藤
田
北
身

協
会
長
か
ら
表
彰
状
及
び
記
念
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

藤田会長から、表彰状と記念品の贈呈

北
身
協
正
会
員
会
費
等
検
討

「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

　
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
北
身

協
正
会
員
の
会
費
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
度
の
定
時
総
会
及
び
事
務
局

長
・
事
務
担
当
者
会
議
の
中
で
、
加

盟
団
体
の
事
務
局
長
の
代
表
者
に
よ

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し

検
討
し
て
は
ど
う
か
と
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
１
月
に
こ
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
検
討
を
始

め
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
神
田
事
務
局
長

（
宗
谷
）、
谷
尾
事
務
局
長（
十
勝
）、

上
岸
事
務
局
長
（
函
館
）、
澤
田
事

務
局
長
（
室
蘭
）、
畑
山
事
務
局
長

（
釧
路
市
）、
森
山
事
務
局
長
（
帯

広
）
の
６
名
と
、
北
身
協
澤
口
事
務

局
長
が
取
り
ま
と
め
な
ど
の
事
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
防
止
の
た
め
、
２
月
と
３
月
に
文

書
に
よ
る
検
討
を
行
い
、
令
和
４
年

４
月
21
日（
木
）に
札
幌
市
（
道
民
活

動
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
、
令
和
４

年
度
第
１
回
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
開
催
し
、
熱
心
な
検
討
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
会
費
の
算
定
案
を
令
和

４
年
５
月
26
日（
木
）開
催
予
定
の
令

和
４
年
度
第
１
回
理
事
会
に
諮
っ
た

上
で
、
令
和
４
年
度
の
定
時
総
会
に

提
案
す
る
予
定
で
す
。

第１回　ワーキンググループ北
身
協
新
役
員
の
紹
介

　
令
和
３
年
11
月
９
日（
火
）開
催
の

定
時
総
会
で
、
選
出
さ
れ
ま
し
た
新

役
員
に
つ
い
て
、
各
事
務
局
か
ら
情

報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

【 

項
目
等 

】

①
加
盟
団
体
の
役
職
及
び
在
職
期
間

②
職
業
等

③
人
柄
等

④
功
績
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
等

【 

阿
部
喜
美
夫
理
事 

】

①�

檜
山
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会
長
（
Ｈ
29
～
）

②(

現)

漁
業

(

元)

乙
部
町
教
育
委
員
会
教
育
長
等

③
明
朗
快
活

④�

所
属
す
る
町
の
協
会
に
お
い
て
、

会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
り
、
会
員
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

管
内
で
魅
力
あ
る
協
会
と
す
べ
く

心
意
気
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【 

遠
藤
一
紀
理
事 

】

①�

日
高
管
内
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会
長
（
Ｒ
３
～
）

②�(

元)

一
部
事
務
組
合
職
員
（
衛

生
施
設
組
合
職
員
）

③
温
厚
で
人
情
味
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー

④�

仲
間
を
大
切
に
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
で
長
い
間
会
の
活
動
を
支

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

【 

齊
藤
徹
理
事 

】

①�

十
勝
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会
長
（
Ｈ
28
～
）

②
大
樹
町
議
会
議
員
・
酪
農
業

③
明
朗
快
活

④�

経
験
の
浅
い
事
務
局
担
当
者
に
優

し
い
ま
な
ざ
し
と
心
で
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

【 

大
橋
俊
彦
理
事 

】

①�

砂
川
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
会
長

（
Ｈ
30
～
）

②�

オ
ー
ハ
シ
総
合
設
備
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役

③
人
情
に
厚
く
責
任
感
が
強
い

④�

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に
永
年

携
わ
り
、
住
民
相
互
の
助
け
合

い
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
て
い
ま
す
。

【 

白
幡
浩
監
事 

】

①�

一
般
社
団
法
人
北
見
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
代
表
理
事
（
Ｈ
26
～
）

②
社
会
福
祉
法
人
萌
木
の
会
施
設
長

③�

気
長
に
見
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
短

気
な
部
分
も
あ
る
そ
う
で
す
。

④�

一
九
九
四
年
第
６
回
冬
季
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
リ
レ
ハ

ン
メ
ル
）
選
手
に
選
抜
さ
れ
出
場
。

　�

無
類
の
犬
好
き
で
、
子
ど
も
の

頃
、
子
犬
を
助
け
よ
う
と
し
て
バ

ス
に
ひ
か
れ
、
障
が
い
者
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

令
和
４
年
度

「
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

「
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方
も

参
加
で
き
ま
す
。

開
催
日
・
場
所
　
※
予
定

★
７
月
20
日（
水
）～
21
日（
木
）

　
岩
見
沢
市

　
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

★
７
月
27
日（
水
）～
28
日（
木
）

　
石
狩
市

　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
り
ん
く
る
」

★
８
月
３
日（
水
）～
４
日（
木
）

　
滝
川
市

　
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

★
８
月
16
日（
火
）～
17
日（
水
）

　
砂
川
市

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
」

★
８
月
23
日（
火
）～
24
日（
水
）

　
美
唄
市

　
美
唄
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

★
９
月
５
日（
月
）～
６
日（
火
）

　
帯
広
市

　
「
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
」

★
10
月
25
日（
火
）～
26
日（
水
）

　
登
別
市

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ん
た
21
」

★
11
月
17
日（
木
）～
18
日（
金
）

　
紋
別
市

　
紋
別
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
催
時
間

　
10
～
15
時
（
休
憩
１
時
間
）

受

講

料
　
無
料

募
集
定
員
　
各
会
場
10
名
程
度

申
込
方
法

　
各
時
期
に
、
開
催
地
及
び
近
郊
の

協
会
へ
、
ご
案
内
等
を
発
送
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

初
め
て
お
会
い
す
る
方
も
い
て

自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
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施設利用、見学等をご希望の方は、
お気軽にご相談ください。

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員

養
成
講
座

　
目
（
視
覚
）
と
耳
（
聴
覚
）
の
両

方
に
障
害
を
併
せ
も
つ
「
盲
ろ
う

者
」
の
通
訳
・
介
助
員
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

★
日
程

　
９
月
17
日（
土
）、
18
日（
日
）

　
10
月
１
日（
土
）、
２
日（
日
）

　
10
月
15
日（
土
）、
16
日（
日
）

　
10
月
29
日（
土
）、
30
日（
日
）

★
時
間
　
10
時
～
17
時

　
※
初
回
の
み
９
時
40
分
開
始
予
定

★
会
場

　
札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目

　
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル（
か
で
る
2·7
）

★
定
員
　
20
名
程
度

★
受
講
料
　
無
料

　�

※
テ
キ
ス
ト
代
・
食
事
実
習
時
の

昼
食
代
は
、自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
一
般
社
団
法
人

　
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　
　
電
　
話
　
011
（
251
）
１
５
５
１

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
011
（
251
）
０
８
５
８

※�

開
催
要
綱
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
申
込

用
紙
は
、
各
市
役
所
・
町
村
役
場

に
も
置
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員

現
任
研
修

　
「
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
」
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と

す
る
現
任
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

★
日
程

　
９
月
10
日（
土
）、
11
日（
日
）

★
時
間
　
10
時
～
17
時

★
会
場

　�

札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル（
か
で
る
2·7
）

★
定
員
　
25
名
程
度

★
受
講
料
　
無
料

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
一
般
社
団
法
人

　
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　
　
電
　
話
　
011
（
251
）
１
５
５
１

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
011
（
251
）
０
８
５
８

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員

派
遣
事
業
の
利
用
に
つ
い
て

　
ご
家
族
や
ご
近
所
に
、
視
覚
に
障

が
い
の
あ
る
方
で
、
耳
の
聞
こ
え
が

悪
く
な
っ
て
き
て
い
る
方
、
あ
る
い

は
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
で
、
目

が
見
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
方
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

　
当
協
会
で
は
、在
宅
の「
視
覚
と
聴

覚
に
重
複
し
て
障
が
い
が
あ
る
方(

盲

ろ
う
者
）」に
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
移
動
の
支
援
を
行
う「
通
訳･

介
助

員
派
遣
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
身
近
に
「
盲
ろ
う
者
」
の
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
こ
の
事
業
が
通
院

や
買
い
物
な
ど
に
利
用
で
き
る
こ
と

を
お
伝
え
い
た
だ
き
、
当
協
会
に
も

ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
利
用
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※

利
用
料
金
は
無
料
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

〒
０
６
０
―
０
０
０
２

札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目

　
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階

北
海
道
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

 

（
一
般
社
団
法
人

　
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
）

　
　
電
　
話
　
011
（
251
）
９
３
０
２

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
011
（
251
）
０
８
５
８

※�

　
札
幌
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

札
幌
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

（
011
（
641
）
８
８
５
３
）
へ
、
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
」の
派
遣

事
業
に
関
し
て
は
最
も
濃
厚
接
触
と

な
る
活
動
で
あ
る
た
め
、
利
用
者
も

通
訳
・
介
助
員
も
お
互
い
に
感
染
予

防
を
心
が
け
、
極
力
密
集
し
た
ス

ペ
ー
ス
を
避
け
、
周
囲
の
状
況
を
い

ち
早
く
捉
え
な
が
ら
、
業
務
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

障
が
い
者
１
１
０
番

　
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
ご
本
人
及

び
ご
家
族
等
か
ら
の
悩
み
（
法
的
手

続
き
・
人
権
等
に
関
す
る
相
談
）
に

対
し
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
の
対
象

　
道
内
全
域
（
札
幌
市
を
除
く
）
の

障
が
い
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
札
幌
市
内
の
方
は
【
障
害
者
あ
ん

し
ん
相
談（
011
（
633
）
１
３
１
３
）】

等
の
窓
口
を
ご
利
用
下
さ
い
。

受
付
時
間

　
平
日
（
月
～
金
） 

９
時
～
17
時

　�

（
電
話
ま
た
は
面
接
）

※
時
間
外
・
土
・
日
・
祝
日
・
年
末

年
始
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
留
守
番
電

話
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

定
例
相
談
（
弁
護
士
相
談
）

　
毎
月
１
回
（
原
則 

第
４
火
曜
日
）

定
例
相
談
と
し
て
弁
護
士
に
よ
る
専

門
相
談
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
弁
護
士
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
予
約
が
必
要
で
、
相
談
概

要
の
他
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
等

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
相
談
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

主
な
相
談(

相
談
料
は
無
料
で
す
。)

☆
法
律
に
関
す
る
相
談

　
例
え
ば
、
身
体
・
生
命
に
関
す
る

相
談
、
財
産
に
対
す
る
侵
害
、
相
続

関
係
、
金
融
消
費
・
契
約
関
係
、
雇

用
・
勤
務
条
件
関
係
等

☆
人
権
擁
護
に
関
す
る
相
談

　
例
え
ば
、
職
場
・
施
設
・
隣
人
・

知
人
・
家
族
・
親
族
と
の
人
権
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル

☆
そ
の
他

　
必
要
な
相
談

 

【
受
付
・
問
い
合
わ
せ
】

　
障
が
い
者
１
１
０
番
直
通
番
号

　
　
電
　
話
　
011
（
252
）
１
２
３
３

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
011
（
252
）
１
２
３
５

注�

）
こ
の
電
話
で
即
座
に
解
決
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

文
　
芸

文
　
芸

　 短
　
歌

　
　
　
　
室
蘭
市
　
池い

け
う
ち内

　
満ま

り

こ

里
子

・
老お

い
て
な
お
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
日ひ

は
嬉う

れ

し

　
　
夫

お
っ
と

の
手て

か
ら
チ
ョ
コ
の
こ
ぼ
れ
て

・
次つ

ぎ
つ
ぎ々

と
咲さ

く
鉢は

ち

花ば
な

の
ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム

　
　
春は

る

の
陽ひ

拾ひ
ろ

い
色い

ろ

競き
そ

い
合あ

う

・
便た

よ

り
絶た

え
届と

ど

く
遺い

品ひ
ん

の
万ま

ん

年ね
ん

筆ひ
つ

　
　
指ゆ

び

添そ

え
な
が
ら
友と

も

を
偲し

の

び
つ

・
桃も

も

の
日ひ

は
平へ

い

和わ

の
バ
ト
ン
渡わ

た

し
た
い

　
　
女

お
ん
な

の
幸し

あ

わ
せ
か
み
し
め
な
が
ら

・
一ひ

と
は
こ箱

の
マ
ッ
チ
箱ば

こ

よ
人じ

ん
せ
い生

は

　
　
燃も

え
つ
き
な
が
ら
幸し

あ

わ
せ
さ
が
す

・
今け

さ朝
の
見み

る
残ざ

ん
せ
つ雪

か
ぶ
り
駒こ

ま

ヶが

岳た
け

　
　
施し

設せ
つ

で
待ま

っ
た
春は

る

の
日ひ

な
つ
か
し

　
　
　
　
蘭
越
町
　
　
中な

か

林
ば
や
し

　
ト
メ

・
節せ

つ
ぶ
ん分

を
明あ

す日
に
迎む

か

い
て
頂

い
た
だ

き
し

　
　
春は

る
つ
げ
う
お

告
魚
を
煮に

つ付
け
で
食

し
ょ
く

す

・
北ほ

く
お
う欧

の
冬ふ

ゆ

の
景け

色し
き

も
斯か

く
あ
り
や

　
　
豪ご

う
せ
つ雪

松ま
つ

の
木き

埋う

め
た
今こ

ん
と
う冬

・
コ
ロ
ナ
禍か

で
会あ

え
ぬ
此こ

の
頃ご

ろ

　
　
ひ
い
ま
ご
の
電で

ん

話わ

の
声こ

え

に
成せ

い

長ち
ょ
う

を
知し

る

・
降ふ

り
続つ

づ

く
雪ゆ

き

は
何い

ず

こ処
も
埋う

め
つ
く
し

　
　
そ
ち
こ
ち
見み

え
ゆ
排は

い
じ
ょ除

の
山や

ま

が

・
三さ

ん

回か
い

目め

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
通つ

う

知ち

あ
り

　
　
吹ふ

ぶ

く雪
寒か

ん

夜や

も
安や

す

ら
ぎ
お
ぼ
ゆ

・
今き

ょ

う日
も
又ま

た

鰊
に
し
ん

く
も
り
の
空そ

ら

模も

様よ
う

　
　
雪ゆ

き

溶ど

け
時と

き

が
近ち

か

づ
き
な
る
や

・
夜よ

辺べ

降ふ

り
し
雪ゆ

き

は
裸ら

木ぼ
く

に
花は

な

の
如ご

と

　
　
昇の

ぼ

る
朝あ

さ

陽ひ

は
一ひ

と
き
わ際

光ひ
か

る

・
寺て

ら

の
屋や

ね根
二に

わ羽
の
烏

か
ら
す

が
と
ま
り
を
り

　
　
彼ひ

岸が
ん

中
ち
ゅ
う

日に
ち

代だ
い

参さ
ん

せ
る
か

・
公こ

う

園え
ん

の
春は

る

は
ま
だ
浅あ

さ

き
辛こ

ぶ

し夷
の
木き

　
　
花は

な

芽め

ふ
く
ら
み
咲さ

く
日ひ

は
何い

つ時
か

・
四よ

ん

二に

九く

目め

名な

地ち

区く

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
歴れ

き

史し

を
閉と

じ
た
侘わ

び

記き

念ね
ん

日び

俳
　
句

　
　
　
　
室
蘭
市
　
池い

け
う
ち内

　
満ま

り

こ

里
子

・
白は

く

杖
じ
ょ
う

に
人じ

ん
せ
い生
の
音お

と

冴さ

ゆ
る
夜よ

る

・
ウ
イ
ル
ス
に
国こ

っ

境
き
ょ
う

は
な
し
年と

し

明あ

け
る

・
接せ

っ
し
ゅ種
終お

え
命

い
の
ち

惜お

し
む
や
去こ

年ぞ

今こ

年と
し

・
余よ

寒ざ
む

な
ほ
昭

し
ょ
う

和わ

し史
迫た

ど

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

・
宵よ

い

の
星ほ

し

耐た

え
る
命

い
の
ち

に
木き

の
芽め

風か
ぜ

・
入

に
ゅ
う

院い
ん

の
夫つ

ま

に
届と

ど

け
よ
孔く

じ
ゃ
く雀
サ
ボ
テ
ン

編
集
部
か
ら
の
お
願
い

一�

　
投
稿
は
、
新
聞
発
行
月
の
前
月

の
25
日
ま
で
の
受
付
（
必
着
）
と

い
た
し
ま
す
。

二�

　
作
品
に
は
、
短
歌
・
俳
句
・
川

柳
の
区
分
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

三�

　
読
者
が
読
み
に
く
い
漢
字
に
は

必
ず
ル
ビ
を
付
け
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

四�

　
ご
投
稿
の
際
に
は
、お
名
前
・
ご

住
所
の
他
に
電
話
番
号
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
の
ご
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。読
み
方
等
の
確
認
の
ご
連
絡

を
差
し
上
げ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

投
稿
い
た
だ
い
た
作
品
は
極
力
掲

載
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
が
、
紙

面
構
成
の
都
合
上
、
お
一
人
様
３

点
ま
で
の
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

　�

　（
掲
載
希
望
順
位
の
付
記
を
お

願
い
し
ま
す
。）

　�

　
ま
た
、
文
芸
欄
で
は
作
品
の
季

語
と
発
行
月
の
季
節
に
ズ
レ
が
生

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　�

　
何
卒
ご
理
解
を
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
宛
先
】

〒
０
６
０
―
０
０
０
２

札
幌
市
中
央
区
北
2
条
西
7
丁
目

　
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
4
階

一
般
社
団
法
人

　
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
011
（
251
）
０
８
５
８

※�

初
め
て
投
稿
さ
れ
る
方
も
大
歓
迎

で
す
。
ぜ
ひ
、
投
稿
し
て
下
さ
い
。

市
・
地
区
・
町
村
協
会
か
ら
の

�

お
た
よ
り
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
各
協
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
新
年
度
の
事
業
計
画

に
基
づ
い
た
活
動
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
時
期
か
と
思
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
各
地
域
の
福

祉
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
研
修

会
・
講
習
会
の
様
子
や
独
自
の
取

り
組
み
等
を
、
ぜ
ひ
北
身
協
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。「
北
海
道
身

体
障
害
者
新
聞
」
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
く
、
皆
様
の
ご
投
稿

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
写
真
も
添
付
し
て
い
た
だ
け

る
と
大
変
助
か
り
ま
す
。
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